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1．はじめに 

近年，侵略的外来魚の生息分布の拡大とそれによって生じた生態系や農林水産業等への

被害事例が多数報告されている．その侵略的外来魚の代表格とも言うべきオオクチバスは，

2005 年に施行された「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」で特

定外来生物に指定され，各地で防除事業が実施されてきた．これまでに行われてきた防除

事業としては，漁具による捕獲，繁殖抑制，水抜き・干し出し等，個体数の低減化を目的

とした手法が多い．これらの手法は，水の流出入が乏しく小規模な水域では効果的である

が，オオクチバスが高密度に生息する水域や頻繁に水の流出入がある水域においては，併

せて他水域への侵入・逸出ならびに定着を阻止するための予防的な観点からの対策を考え

ることも必要である．具体的な対策として監視体制の整備や各水域における水の流出入箇

所での防除が考えられ，そのためには河川や水路といった流れのある水域でのオオクチバ

スの遊泳能力を把握する必要がある．魚類の遊泳能力を評価する際には，巡航速度や突進

速度が一般的な指標として用いられ，これまでに淡水魚，海水魚を問わず様々な魚種を対

象とした研究 1)～4)が行われてきているが，オオクチバスの巡航速度や突進速度に関する研

究例は数少ない．  

そこで，本研究ではオオクチバスの遊泳能力を実験的に解明し，こういった諸問題の解

決に資する基礎的データを得ることを目的として，巡航速度に関する遊泳実験を行った．  

2．実験方法 

供試魚は秋田県八郎湖で捕獲されたオ

オクチバスであり，実験開始までの約 1

ヵ月間，20℃前後で水温調整した水槽で

飼育した．実験は，長さ 10m，幅 0.4m，

高さ 0.5ｍの流水循環型の開水路に，供試

魚の標準体長の 2～4 倍程度の流速と体高

の 2 倍以上の水深を設定し，流れが安定

した後に供試魚を水路に挿入して遊泳させる方法で行った．遊泳開始から時間を計測し，

供試魚が力尽きて下流側の仕切網に張り付く，または網に尾鰭を接触させて泳がなくな

った時点を遊泳終了とし，遊泳時間を記録した．遊泳終了後に供試魚の標準体長，体高，

体重の計測を行なった．実験に供した個体は 1 回限りの遊泳とした．流速の計測は，2 軸

電磁流速計(KENEK/VM2101)を使用し，供試魚が遊泳区間で定位していた地点で 10Hz の

サンプリング間隔で 180 秒間のデータから求めた．  
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Fig.1 Overview of experiment apparatus  



3．結果と考察 

魚体長倍速度で表した遊泳速度と遊泳時間の関

係は，Fig.2 のとおりである．10 ㎝台ならびに 20

㎝台の個体の巡航速度は，遊泳時間の基準となる

3,600 秒付近のデータをみると，一般的な魚類と

同様に標準体長の 2～4 倍の範囲にあることがわ

かる．しかし，10 ㎝未満の個体では比較的に高い

値を示しており，魚体長倍速度で表した場合のオ

オクチバスの遊泳能力は，体長の増大にともなっ

て低下する傾向がみられる．  

そこで，体長にとらわれない遊泳速度と遊泳時

間の関係で整理すると，Fig.3 のとおりである．魚

体長倍速度で整理した場合と比較すると，標準体

長の違いによる遊泳速度の差は小さく，全データ

の遊泳速度と遊泳時間との関係に負の相関傾向が

認められる．この結果から，オオクチバスの巡航

速度は 40cm/s 前後の範囲にあることがわかる．  

Fig.2 にみられた魚体長倍速度で整理した場合

の傾向は，他の魚種においても同様な指摘 2)， 4)が

なされており，このような結果となった要因とし

て，オオクチバスの成長過程における摂餌行動（捕食戦略）が探索型から待伏型に移行す

ることが反映しているのではないかと推察された．本実験で得られたオオクチバスの巡航

速度は，Mitsunaga ら 5)が提示している値よりも大きな値を示したが，鈴木 6)の報告とは概

ね一致した．  

遊泳行動の観察においては，20 ㎝ /s 以上の流速条件下ですべての個体に強い向流性が認

められ，その際，流速がやや遅くなる水路の底面や側壁付近で定位遊泳する個体が多くみ

られた．一方で，遊泳時間の後半や力尽きる直前には，時折突進的な遊泳行動をとる個体

や口を大きく開いたまま水面近くを遊泳する個体もあった．これらオオクチバスの遊泳行

動の傾向は，標準体長の差に関係なく認められた．  
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Fig.2 Relationship between V/BL and 
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Fig.3 Relationship between swimming 

speed and duration of swimming 


